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本校進路指導の現状と今後の取り組み




























































































































自分の能力・興味・ j産性 (1if) 











全くない (7.4%) とてもよく (7.4%) 全くない (6.4%) とてもよく (5.1%) 
あまりない (23.6%) あまりない (29.3%)
良く (28.4%)
































































































進 路 53IJ 入学時 2年次 3年次 卒業時 犠 考
大学・短大 60 47 56 2γ 
専修学校 32 32 47 56 
就 職 1 6 48 54 43 
自営・家業 6 
未定・その他 45 27 。 31 浪人 16 


























































































































































③ ロングホームルーム (LH R)での進路指導
進路指導をクラス全体や学年全体で取り組もうとする
とき、 L百Rの時間が使われることになる。しかし、こ
の時間は学校行事や学年行事などの計画討議や各種試験、
調査などいろいろな面で自由がないのが現状である。
また、高校の進路指導は出口指導に偏っていると批判
を受けるが、一部の進学校を除き、多くの高等学校では
生徒の進路希望が多様でトあったり、生徒の進路意識にも
大きな差位があるのが現状である。そのためLHRでの
進路指導は、その重要性は知りつつも、生徒が乗ってこ
ない雰囲気の中での指導となったり、また、教師の中に、
本来進路は生徒がそれぞれ自分で考え、決めていくもの
だと言う意識も残っており、なかなか教師に取って取り
組みにくいものの一つである。
本校でも気軽に誰でもできる LHR進路指導を目指し、
異体的な進路指導の指導案を、学年で協力して作り上げ
ることにより、また、それを蓄積改良することにより、
取り組み易いLHRでの進路指導が可能になるようする
必要を感じ、取り組み始めたところである。図8にその
指導案の例を示した。この試みが定着し、 LHRでの全
校的な指導体制を作り上げられればと思っている。
6. おわりに
少子化による生徒の減少期は続き、今後も生徒数は減
少し、何年後かには大学の入学定員と進学希望者の数が
同じになり、入試競争がなくなるとの報道もなされてい
るO 今の高校生が社会の中核となる21世紀には、わが国
はどのようになっているであろうか。また、社会の情報
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工J R 送主宰各今全吾妻子ず旨議事算三
指導テーマ 自己理解を深め、進路呂擦を確立する
同ー
2 指導目標 自分史の作成を通し、自己形成の過程を探る
自分の適性を知る
3 指導展開
導 活動内容 指導上の留意点
入 本時のねらいと展開方法を説明する。 春休み中に準備しておいた親子作成
データを配布する。
各時代に自分は何にあこがれていたのか
展 思い出してみる。 データを参考にして、各時代を振り返
えらせる。
自分がし1かに育ってきたかを確認する。
現在の自分がどのように考えながら生き
関 ているのか見つめてみる。
DSCP適性検査の資料も参考にさせ
る。
過去の自分から現在の自分を見つめ直し、
進路目標を考える。
ま
と 本時を振り返り，思ったこと，気づいたこ 自己理解を深め、将来の自分を考
め と等感想、を書く。 えられたか確認する。
L一一ー 一一一一一一 一一一
図8 LHR指導計画案(例)
イ七や国際化がますます進み、企業の雇用システムは実力
主義の中でどのように変わっているであろうか。その状
況で、高校生を取り巻く競争の世界がなくなっていると
は思われない。もっと厳しい淘汰の論理がまかり通って
いるのではないかと危倶される。
なければならない。進路指導もまたあらゆる場面で、生
徒の自己の発見や、自ら学ぶ態度の育成や、将来を見据
えた進路設計がができるような進路力を高める指導に挑
戦して行かなければならないと思っている。
各学校が生徒に何を与えられる学校であるかが関われ、
本当に力のつく学校選びがなされているであろう。われ
われは教育活動のあらゆる場で何を与える教育をしてい
るのか自問自答を繰り返し、教育の特色を持たせて行か
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